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■
事
始
祭

正
月
元
旦

馬
見
岡
綿
向
神
社

■
門
付
け
布
教

一
月
か
ら
三
月

滋
賀
県

三
重
県

四
月
か
ら
六
月

京
都
府

大
阪
府

七
月
か
ら
九
月

福
井
県

香
川
県

十
月
か
ら
十
二
月

大
阪
府

兵
庫
県

■
春
季
神
楽
例
大
祭

五
月
第
二
日
曜
日

本
部

■
秋
季
神
楽
大
祭

十
一
月
第
三
日
曜
日

日
野
布
教
所

＊
こ
の
他
、
随
時
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
。
出
張
布
教
を
行
っ

て
い
ま
す
。

年

間

行

事

発行人 渋谷 章

世界遺
産の地

・安東
に舞う

！
世
界
の
「
仮
面
舞
」
が
競
う
「
２
０
１
５
安

東
国
際
仮
面
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
第
44
回
安

東
民
俗
祝
祭
）
」
が
昨
年
９
月
末
か
ら
10
月
に

か
け
て
開
か
れ
、
日
本
を
代
表
し
て
伊
勢
大
神

楽
渋
谷
章
社
中
が
招
待
さ
れ
出
演
し
た
。
10
月

３
日
と
４
日
に
２
会
場
で
公
演
。
日
本
の
獅
子

舞
が
世
界
遺
産
の
安
東
の
地
で
舞
っ
た
の
は
初

め
て
。
各
界
か
ら
注
目
を
集
め
た
。

韓国・安東国際仮面舞フェスティバルへ出演

写真背景は現地のパンフレット
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県
内
の
伝
統
舞
踊
な
ど
を
広
く
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
近
江
の
祭
り
」
が
29
日
、
米

原
市
下
多
良
の
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
で
開
か
れ
、
大
勢
の
市
民
ら
が
昔
か
ら
伝
わ

る
祭
り
の
様
子
を
楽
し
ん
だ
。

公
益
財
団
法
人
・
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
な
ど
が
、
地
域
に
古
く
か
ら
残
さ
れ
て

い
る
文
化
や
芸
能
な
ど
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
こ
う
と
企
画
。
甲
良
町
の
国
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
で
、
悲
運
な
女
性
の
物
語
が
雨
乞
い
祈
願
の
舞
踊
に
な
っ
た
「
お
は
な

踊
り
」
や
、
東
近
江
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
60
年
に
一
度
行
わ
れ
る
奇
祭
の
押
立

神
社
「
ド
ケ
踊
り
」
な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
地
域
色
豊
か
で
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
に
見
入
っ
て

い
た
。

ま
た
ロ
ビ
ー
で
は
開
演
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
三
重
県
桑
名
市
発
祥
で
飛
鳥
時
代
に
ま
で
起
源
が
さ
か
の
ぼ

る
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
っ
た
獅
子
舞
な
ど
の
「
伊
勢
大
神
楽
」
を

実
施
。
多
く
の
来
場
者
ら
が
見
守
る
中
、
関
係
者
ら
が
カ
ラ
フ
ル
な

衣
装
や
面
を
着
用
し
、
優
雅
で
迫
力
あ
る
舞
を
披
露
し
た
。
（
産
経

新
聞
記
事
よ
り
）

ま
た
、
10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
「
近
江
の
祭
り
」
で
は
午
前
10
字

か
ら
一
時
間
、
小
劇
場
に
て
「
伊
勢
大
神
楽
」
が
渋
谷
章
社
中
に
よ

っ
て
演
じ
ら
れ
た
。

「
産
経
新
聞
」
が
報
道
。
「
近
江
の
祭
り
」
へ
出
演

中日新聞が小学校での獅子舞を報道

各紙が報道。

幅広い活動など。

伝統を現代に継承！

インターネットでも配信された

日野町の地域情報紙「ヒノメイト」

日
野
の
元
旦
の
風
物
詩
に
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話題
＆情
報

華麗に、厳かに、舞いと技
各地で獅子を囲んで感動と喜びの声が！

毎
年
、
各
地
で
行
わ
れ
る

獅
子
舞
。
ど
こ
で
も
人
気
。

大
阪
。
柱
本
幼
稚
園
と
滋
賀

・
長
峰
幼
稚
園
で
は
子
供
た

ち
の
歓
声
が
。
関
神
社
で
は

厳
か
に
。
滋
賀
・
八
日
市
公

民
館
前
で
は
放
火
芸
の
技
が

冴
え
ま
す
。

社中の喜びの

一瞬でもある！
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今
、
日
本
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
分
野

で
復
興
や
立
ち
直
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
伝
統
文
化
や
芸
能
に
お
い
て

も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
良
き
時
代

の
心
豊
か
な
伝
統
文
化
や
芸
能
は
人

々
の
心
に
潤
い
を
も
た
ら
せ
る
▽
伊

勢
大
神
楽
は
回
国
に
際
し
て
、
獅
子

頭
を
天
照
皇
大
神
の
シ
ン
ボ
ル
と
あ

が
め
、
悪
魔
払
い
の
舞
を
人
々
の
前

に
披
露
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い

さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
も
こ
の
ス
タ

イ
ル
を
崩
さ
な
い
の
が
渋
谷
社
中
で

あ
る
。
常
に
大
い
な
る
も
の
へ
の
尊

崇
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
▽

現
代
社
会
で
は
人
と
人
と
の
触
れ
合

い
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
戸
一
戸
を

回
る
「
門
付
け
布
教
」
は
、
常
に
人

々
と
接
す
る
こ
と
を
原
点
と
し
て
、

大
切
な
の
で
あ
る
。
殺
伐
と
し
て
、

悲
し
い
事
件
や
出
来
事
が
多
い
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
大
神
楽
の
「
門

付
け
布
教
」
を
よ
り
を
充
実
さ
せ
た

い
と
思
う
（
渋
谷
）

( 4 )

世界遺産の韓国・安東市「河回村」で伊勢大神楽を奉舞

編

集

後

記

平
成
二
十
七
年
度
の
伊
勢
大

神
楽
秋
季
神
楽
大
祭
が
昨
年
の

十
一
月
十
五
日
、
滋
賀
県
蒲
生

郡
日
野
町
の
日
野
布
教
所
で
渋

谷
章
教
主
を
祭
主
に
仕
え
ら
れ

た
。大

祭
に
は
本
部
の
高
槻
か
ら

の
信
徒
を
は
じ
め
市
会
議
員
や

教
育
関
係
者
、
地
元
や
福
井
、

香
川
の
信
徒
ら
が
参
列
。
修

祓
、
献
饌
に
続
き
渋
谷
教
主
が

祝
詞
を
奏
上
し
、
神
楽
草
創
の

御
神
意
を
体
し
神
恩
感
謝
の
祈

り
を
捧
げ
、
教
統
の
保
持
伝
承

を
誓
っ
た
。
伊
勢
大
神
楽
な
ら

で
は
の
神
楽
わ
祭
神
に
奉
納

後
、
祭
員
と
参
列
者
全
員
が
玉

串
を
奉
奠
し
た
。

終
了
後
、
場
所
を
変
え
て
直

会
が
賑
々
し
く
行
わ
れ
た
。

１１月１５日、秋季神楽大祭を斎行神恩感謝への祈り

▲恒例の大祭で神恩感謝と鎮護

国家、氏子崇敬者の家内安全な

どを祈願する祝詞を読み上げる

祭主の渋教主

韓国の伝統の民族村の絶景を背景に響き舞うお囃子と獅子頭

写真は１０月４日の「河回村」での公演。前日の３日、タルチュム公演場でもありましたが、写真

撮影禁止のため、掲載できません。世界各地の方々から拍手喝采を受けました。


